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Abstract: "When we don't see it, what is its value of observable?" Bohr recommended that don't think about 
such a meaningless question. Nevertheless, about half century later, the conception for reality in quantum 
mechanics is restarted to argue seriously. Many interpretations and experiments have been proposed. Recently, 
in connection with execution on the experiment about the Hardy's Paradox, Aharonov's so called Time 
Symmetric Quantum Mechanics is paid attention. We discuss the conception of reality and backward causation, 


















式である．Aharonov は 1988年には弱測定と弱値の概念2-3) 
を提唱し，理論形式に実際の操作を対応させた．弱測定に 
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刻 tにおIナる波動関数 w「))=e_i(tーt,,1, )レGitial)) 
を計算し，それに対して測定する観測量の正規完全直交系
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の確率解釈によって， て・ ka. pv一らitial l w嶋itial万と 
なる ただし，Uひー tinitial ） は Schrodinger 方程式によ 
る時間発展ユニタリ作用素である．したがって観測量A 
の期待値は，波動関数が規格化されているとして，スペク 
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あり，U1i はその逆作用素で，tfinal という未来から 
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Aharonov は次のような，複素数である，4の弱値 4・ 6) 
を定義した． 
l4、 ‘ = 、 I weak 



































































もai である確率は・（4）式において未来の状態 乃を 
ら〉に置き換えれば 


























































































工場で 1 日に生産された確率は，1/4 であるというそれで  
は A 工場と B 生産されたネジが，全部合わせて混ぜられ
てあなたの目の前に持ってこられたとしよう．その中から 
1 つのネジを取り上げて, 「このネジが A 工場で生産され


























思う.Dummet の「曾長の踊り」14) という, 遡及因果につ
いてのパラドックスなども，時間対称量子力学の元になっ
ている考え方で分析してみたい． 
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